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研究成果の概要：本研究では、幼児期の対人関係の広がりに焦点を当て、特に保育者との対人

関係が子どもの発達にどれくらい重要な影響を与えるのかについて、母親との比較を行うこと

により明らかにすることを目的とする。その際、幼児期の発達に母親・保育者との関係性がど

のような影響を与えるかを各年齢ごとに調べるために、幼稚園入園時から卒園時まで子どもの

追跡調査を行い、母親・保育者との関係性と子どもの年齢に応じた社会的発達との間の関連に

ついて検討を行った。その結果、年少児時点では保育者との関係性が子どもの有能感の発達と

有意に関連し、年中児時点では保育者との関係性が子どもの向社会的行動の中の共同作業、感

情推論能力の中の他者の嫌悪の推論との間にそれぞれ有意な関連が示されたのに対して、母親

との関係性と子どもの発達との間に有意な関連は見られなかった。また、年長児時点では、母

親・保育者の関係性と子どもの発達特徴との間に有意な関連は見られなかった。これらのこと

から、子どもにとって新しい環境である幼稚園に入園した時点では、園の保育者との関係性が

子どもの社会的発達に母親よりも重要な影響を与える可能性があることが示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 
 幼児の発達に対する母親・保育者との関係
性の影響は、これまで愛着研究の中でいくつ
か行われており、保育者との愛着の安定性は

幼児の仲間への社会的コンピテンスを予測
するが、母親との愛着にはそのような関連が
見られない(Howes ら, 1994 など)、といった
影響の違いが示唆されている。しかし、日本
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においてはこのような母親・保育者との関係
性の影響の違いについて、縦断的に比較、検
討した研究はまだほとんど行われていない
のが現状である。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、幼児期の対人関係の広がりに
焦点を当て、特に保育者との対人関係が子ど
もの発達にどれくらい重要な影響を与える
のかについて、母親との比較を行うことによ
り明らかにすることを目的とする。その際、
母親・保育者の影響の仕方は、子どもに対す
るそれぞれの働きかけの特徴だけでなく、子
ども自身が母親・保育者をどのようにとらえ
ているかによっても大きく異なる可能性が
あるため、愛着を含めた子どもの相手への
「とらえ方」を中心に、検討を行うこととす
る。 
具体的には、幼児を幼稚園入園時から卒園

時まで縦断的に追跡することにより、年少児
時点から年中児時点までの子どものそれぞ
れの年齢発達に応じた母親・保育者との関係
性の影響の変化についても検討を行う。 
 
 
３．研究の方法 
①2006 年度 
 1 年目である 2006 年度には、幼稚園に新
しく入園した年少児 24 名とした。関係性の
測定については、まず PAT (Picture of 
Attachment Test)を用いて、母親・保育者そ
れぞれに対する子どもの愛着得点を算出し
た。また、CCP、CCT(Children's Cognition  
of Parents/Teachers)を用いて、子どもが認知
する母親・保育者からの受容得点・拒否得点
を算出した。さらに、子どもの発達特徴につ
いては、有能感・受容感尺度（Harter & Pike, 
1986）を参考にして面接調査を行い、子ども
の有能感得点、受容感得点を算出した。 
 
②2007 年度 
 2 年目である 2007 年度には、前年度の研
究対象だった子どもに新たに新入園児を加
え、計 55 名の年中児を対象にした。母親・
保育者との関係性の測定については、前年度
と同様に PAT (Picture of Attachment Tes
t)を用いて、母親・保育者それぞれに対する
子どもの愛着得点を算出し、CCP、CCT (C
hildren's Cognition  of Parents/ Teacher
s)を用いて、子どもが認知する母親・保育者
からの受容得点・拒否得点を算出した。子ど
もの発達特徴については、絵カードを用いて、
他者がどれくらい喜び・悲しみ・怒り・怖れ・
嫌悪の感情を強く感じているかを推論させ
る感情推論能力について測定した。また、幼
稚園での子どもの自由遊び場面を 40 分間観

察し、仲間に対する身体的援助・言語的援
助・慰め・共同作業・分与・向社会的行動の
拒否、といった向社会的行動の頻度を測定し
た。 
 
③2008 年度 
 3 年目である 2008 年度には、年長になっ
た対象児 49 名を追跡調査した。母親・保育
者との関係性の測定については、これまでと
同様に PAT (Picture of Attachment Test)
を用いて、母親・保育者それぞれに対する子
どもの愛着得点を算出し、CCP、CCT (Chi
ldren's Cognition  of Parents/ Teachers)
を用いて、子どもが認知する母親・保育者か
らの受容得点・拒否得点を算出した。子ども
の発達特徴については、絵カードを用いた面
接調査から子どもの自己制御能力（自己主張
能力・自己抑制能力）を測定し、さらに担任
保育者の評定から子どもの向社会性の高さ
についても測定を行った。 
 
 
４．研究成果 
①年少児時点での母親・保育者との関係性と
子どもの発達との関連 

子どもが年少児時点について、母親・保育
者との関係性と子どもの発達特徴との間の
関連を統計的に分析した結果、関係性の中で
も子どもが保育者を拒否的と認知すること
が、子どもの有能感の高さと有意に関連した。
母親との関係性については子どもの発達と
有意な関連は見られなかった(表 1参照)。 
 
表 1 年少児時点の関係性と子どもの発達 

との関連 

子どもの発達特徴 
        有能感   受容感    
愛着 
母親           -.04        -.02 

 保育者          .19         .04 
受容的認知 
 母親           .22        -.01 
 保育者          .19         .15 
拒否的認知 
 母親            .09         .01 
 保育者          .41*        .18 

                            * p<.05 
 
②年中児時点での母親・保育者との関係性と
子どもの発達との関連 
 子どもが年中児時点について、母親・保育
者との関係性と子どもの発達特徴との間の
関連を統計的に分析した結果、関係性の中で
も保育者への愛着得点が低い子どもの方が
高い子どもよりも、子どもの向社会的行動の
中の共同作業が多いことが示された(表 2 参
照)。 



 

 

表 2 年中児の保育者への愛着得点の違いに
よる子どもの向社会的行動の差 

保育者への愛着得点 
       高群  低群   t値 
向社会的行動 
 身体援助  1.96    2.70     -1.51 
 言語援助   3.84    3.70       .24 
 慰め        .36     .43      -.37 
 共同作業   .64    1.27     -2.05* 
 分与       2.32    2.90      -.96 
 拒否         .16     .13       .20 
                 * p<.05  
 

また、関係性の中でも保育者を受容的と認
知していない子どもの方が受容的と認知し
ている子どもよりも、感情推論能力の中の他
者の嫌悪感情をより多く推論することが示
された(表 3参照)。 
 
表 3 年中児の保育者への受容的認知の違い
による子どもの感情推論能力の差 

保育者への受容的認知 
      高群  低群    t値 
感情推論 
 怖れ   2.60    2.43         .82 
 怒り      2.45    2.62        -.84 
 嫌悪      2.33    2.76       -2.32* 
 悲しみ  2.64    2.62         .09 
 喜び      2.94    2.81        1.01 
                 * p<.05  
 

母親との関係性については、子どもの発達
と有意な関連は見られなかった。 
 
③年長児時点での母親・保育者との関係性と
子どもの発達との関連 
  子どもが年長児時点について、母親・保育
者との関係性と子どもの発達特徴との間の
関連を統計的に分析した結果、関係性の中で
も子どもが保育者を拒否的と認知している
方が、有意ではないが向社会性が高い傾向が
あった(表 4参照)。 
 
表 4 年長児時点の関係性と子どもの 

向社会性との関連 

子どもの向社会性  

愛着 
母親           -.14 

 保育者          .00 
受容的認知 
 母親           .16 
 保育者         -.01  
拒否的認知 
 母親           -.06  
 保育者          .28+ 

                            + p<.10 

また、母親との関係性について、母親への
愛着得点の高さが、有意ではないが自己主張
能力の低さ、自己抑制能力の高さとそれぞれ
関連する傾向があった(表 5参照)。 
 

表 5 年長児時点の関係性と子どもの 
自己制御能力との関連 

子どもの自己制御能力 
        自己主張  自己抑制 
愛着 
母親           -.27+        .29+ 

 保育者         -.15         .14 
受容的認知 
 母親          -.18        -.10 
 保育者         -.18        -.09 
拒否的認知 
 母親            .13         .02 
 保育者         -.05        -.06 

                            + p<.10 
 
 

 以上の結果から、母親・保育者との関係性
は子どもの発達によって異なる影響を及ぼ
す可能性があること、さらに、特に子どもが
幼稚園に入園したばかりの年少児時点、年中
児時点では、新しい環境への適応や発達を支
える保育者の役割が母親よりも大きい可能
性があることが示唆された。 
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